
たきの川もみじ小学校  ２年生 りんじきゅう校中のかだいのとりくみかた 

２年生のみなさん、おはようございます。あさ、げん気におきられましたか？せんしゅうは雨の

日が多かったですね。こんしゅうもげん気にすごしましょう。きょうもじかんわりを見ながら、は

りきってとりくみましょう。 

５月２５日（月） 

☆まず、「あさのかつどう」をしましょう。（８：４５～９：００） 

１じかん目 こくご（９：００～９：３０） 

  ◎５月１１日にわたした「たんぽぽのちえ（五）」のプリントをつかいます。このプリント

は学校がはじまったらもってきてください。 

① ２年のこくごのきょうか書と、「たんぽぽのちえ」のプリント（五）を出しましょう。    

 

② ４２ページから４７ページまでの「たんぽぽの ちえ」を目で１かい、こえに出して１かい、

あわせて２かい読みましょう。 

◎がんばりましたね。きょうは、今までの学しゅうのまとめをします。 

 

③きょうのめあては「たんぽぽの四つのちえをまとめよう。」と「いちばんかしこいとおもうち

えについてかんがえよう。」です。 

 ○プリントのめあてのらんに、書いてあるので、かくにんしましょう。 

 

④きょうか書の４２ページから４７ページまでをよく読んで、たんぽぽのちえを四つ書き出し

ましょう。 

  ○たんぽぽのちえについてせつめいするときには、りゆうをあらわすことば「～のです。」

がつかわれることが多かったですね。 

  ○ヒントです！一つ目は「たねをどんどん           ちえ」 

  二つ目は「たねをふわふわと           ちえ」 

         三つ目は「たねをとおくまで          ちえ」 

         四つ目は「天気によってわた毛の              ちえ」 

  ◎できましたか。できた人はしっかりこの文しょうをよみとっている人です。すごい！！ 

         一つ目は「たねをどんどん 太らせる ちえ」 

  二つ目は「たねをふわふわと とばす ちえ」 

         三つ目は「たねをとおくまで とばす ちえ」 

         四つ目は「天気によってわた毛のひらきかたをかえる ちえ」 

  となります。二つ目と三つ目はどちらも「とばすちえ」ですが、二つ目はわた毛ができて 

ふわふわととばすちえが、三つ目はせいを高くしてとおくにとばすちえが書いてありました 

ね。 

 

⑤では、この「たんぽぽの ちえ」のさいごの学しゅうです。 

 この四つの「たんぽぽのちえ」の中で、みなさんがいちばんすごいなぁ、たんぽぽってかしこ 

 いなぁと思うちえはどれですか。ひとつえらんで、プリントに書きこみましょう。そのわけも、 

 書きましょう。 

  ◎先生はのかんがえをしょうかいしますね。 



   ☆いちばんかしこいと思うちえは 

    「たねをとおくまでとばすちえです。」 

   ☆そのわけは 

   「とおくはなれたところにもなかまをふやすために、風がよくあたるようにせいをのばす

ところが、すごいなと思ったからです。」 

   みなさんは、どんなちえがお気に入りですか。 

 

 

２じかん目 こくご（９：３５～１０：０５）  

「かんじがくしゅうノート」とかんじノートを出しましょう。 

  ○きょうも、かんじノートにくわしくれんしゅうしていきます。きょうは「言」という字を、

かん字ノートにしましょう。 

「かんじノートの書きかたプリント」は、かん字ノートのひょうしのうらにのりではってい

ますか？まだの人ははってくださいね。 

  ○まず、4 マスをつかって「言」を大きく書きます。 

○その下に読みかたとかく数を書きましょう。 

○つぎの行からは「かんじがくしゅうノート」に書いてあることばや文を書きうつします。 

○そのつぎには、じ分でかんがえたことばや、文を書きましょう。 

○さいごの２行は、「言」のれんしゅうをします。もし、じ分でかんがえたことばや文が、長

くなったばあいには、そのつづきから、「言」のれんしゅうをしましょう。 

○下じきをしきましょう。 

○ひと文字ずつていねいに書きましょう。 

◎ よくがんばりましたね。おうちの人に、見てもらいましょう。  

 

３じかん目 さんすう（１０：２０～１０：５０） 

①今日は計算ドリルでがくしゅうをしましょう。 

 計算ドリルの２１と計算ばっちりノートをひらきましょう。 

  

 文しょうもんだいです。 

 これから算数では、文しょうもんだいにとりくむことがよくあります。そこでもんだいをとく

ためのポイントをつたえます。 

 

 （１）もとめることに、なみせんをひきましょう。 

 （２）もんだいをとくためにひつようなこと（わかっていること）にまるでかこんでみましょ

う。 

  → 先生たちは、みなさんに「だれにでもわかるようにせつめいできる」ようになってほし

いとおもっています。ですが、そのことは学校が始まってみんなでいっしょにべんきょう

するときにたくさんやっていきたいとおもいます。「いま、 できることを せいいっぱ

いがんばる」ことをたいせつにして、とりくみましょう。 

 

 

 



 れい 

  ① みほさんは、シールを３８まいもっています。１２まいつかうと、のこり

のシールは何まいですか。 

 

 

では、計算ドリルの２１をやりましょう。おわったら、答えあわせをしましょう。 

 

② つぎは、計算ドリルの７と８を計算ばっちりノートにやりましょう。おわったら答えあわせ

をしましょう。 

  

 

４じかん目 おんがく（１０：５５～１１：２５） 

①たきの川もみじ小学校の「校か」をさいごまで１かいうたいましょう。 

 

 ○おんがくはながれませんが、げん気よくうたいましょう。 

  

 ○かしをかくにんしましょう。 

 

たきの川もみじ小学校 校か 

 

１ おおきなそら くもっていても 

おひさまの ひかりはとどく 

はなにきに ひとりひとりの 

からだと こころに 

きのうきょうあした 

すこやか しなやか 

たきの川もみじ小学校 

 

２ もみじのあか みんなのいろに 

まいにちを まなぶよろこび 

ともだちと ほほえみかわし 

みらい ゆめみる 

はるなつあきふゆ 

いのちをはぐくむ 

たきの川もみじ小学校 

 

 ◎げん気にうたえましたね。 

 

もとめること  わかっていること 



 ◎がんばりましたね。 

  つぎは、けんばんハーモニカを出しましょう。 

 

②２年のおんがくのきょうか書、２４ページをひらきます。 

 

 ○「かえるのがっしょう」をれんしゅうしていきます。 

 

 ○まずは、音のたかさに気をつけてドレミで２かい、うたってみましょう。 

 

  「ドレミファ ミレド ミファソラ ソファミ 

   ドド ドド ドレミファ ミレド」 

 

③つぎに、けんばんハーモニカで、ゆっくりふいてみましょう。 

 ２かいくらいれんしゅうできるといいですね。 

 

 ○「トゥ」といいながら、いきをふきこみましょう。 

 

 ○さいしょの「ドレミファ ミレド」のときは、「１」のゆびを「ド」におきます。 

  つぎの「ミファソラ ソファミ」のときに、「１」のゆびが「ミ」にいどうします。 

  そのあとの、「ドド ドド」では、「１」のゆびが「ド」にもどってきます。 

 

 ◎がんばりましたね。あしたは、おうちの人のまえで、きかせてあげられるといいですね。 

 

 

５じかん目 たいいく（１１：３０～１１：４５） 

①「たきもみエクササイズ」を見ながら、やってみましょう。 

 

  ◎がんばりましたね。これで、きょうの学しゅうはおわりです。うがい、手あらいをよくし

て、げん気にすごしましょう。 

 

 

  



たきの川もみじ小学校  ２年生 りんじきゅう校中のかだいのとりくみかた 

２年生のみなさん、おはようございます。あさ、げん気におきられましたか？きょうもじかんわ

りを見ながら、はりきってとりくみましょう。 

 

５月２６日（火） 

☆まず、「あさのかつどう」をしましょう。（８：４５～９：００） 

１じかん目 こくご（９：００～９：３０） 

①２年のこくごのきょうか書４２ページから４７ページまでの「たんぽぽの ちえ」を目で１か

い、こえに出して１かい、あわせて２かい読みましょう。 

 

 ○きょうで「たんぽぽの ちえ」のおうちでの学しゅうはおわりです。また学校がはじまった

ら、ないようをいっしょにかくにんしましょうね。  

 

②こくごのきょうか書の５１ページをひらきましょう。このたんぽぽの学しゅうは、たんぽぽの

ようすをじかんのじゅんじょで読んでいくこともポイントでした。 

 この５１ページを目で１かい、こえに出して１かい、あわせて２かい読みましょう。 

 

③５１ページの下のだんの８ぎょう目に、▽「つぎのことを、じゅんじょが分かるように話しま

しょう。」と書いてあります。 

・あさおきてからしたこと。 

・きゅうしょくのじゅんびのしかた。 

どちらかをえらんで、思いうかべてみましょう。 

◎「きゅうしょくのじゅんびのしかた」をえらんだ人は、１ねんせいのときのことを思い出

して、思いうかべてみましょう。 

  ◎先生が、「きゅうしょくのじゅんびのしかた」を思いうかべるとしたら・・・ 

   『４じかん目がおわったら、うがい、手あらいをします。そのあと、もし、じぶんがきゅ

うしょくとうばんだったら、きゅしょくのワゴンから、おはしやしゃもじを出して、は

いぜんだいの上にならべます。じぶんがくばるものをかくにんしたら、くばるもののう

しろに立ちます。きゅうしょくをもらいにきたおともだちひとりひとりのおさらの中

に、よそいます。』 

   こんなかんじになります。 

   みなさんはどんなことを思いうかべましたか？ 

 



２じかん目 こくご（９：３５～１０：０５）  

「かんじがくしゅうノート」とかんじノートを出しましょう。 

  ○きょうも、かんじノートにくわしくれんしゅうしていきます。きょうは「行」という字を、

かん字ノートにしましょう。 

   

○まず、4 マスをつかって「行」を大きく書きます。 

○その下に読みかたとかく数を書きましょう。 

○つぎの行からは「かんじがくしゅうノート」に書いてあることばや文を書きうつします。 

○そのつぎには、じ分でかんがえたことばや、文を書きましょう。 

○さいごの２行は、「行」のれんしゅうをします。もし、じ分でかんがえたことばや文が、長

くなったばあいには、そのつづきから、「行」のれんしゅうをしましょう。 

○下じきをしきましょう。 

○ひと文字ずつていねいに書きましょう。 

 

◎ よくがんばりましたね。おうちの人に、見てもらいましょう。  

 

 

  

 ★ ２ねんせいのみなさんとおうちの方へ 

 

    しんがたコロナウイルスにかんせんしないように学校がお休

みになってから、おうちで学しゅうしてもらっています。さんす

うは「ひょうとグラフ」、「たし算のひっ算」、「ひき算のひっ算」

の学しゅうがおわりました。 

 

きょうか書のじゅんばんでつぎの学しゅうは、「長さをはかっ

てあらわそう」になっています。そこでは、ものさしのつかいか

たやちょく線のひきかたなどの学しゅうがあります。正しいどう

ぐのつかいかたなどのたいせつながくしゅうになっています。 

    そこで２ねんせいの先生たちで話しあい、この学しゅうは学校

がはじまってからきょうしつでやることにしました。 

 

さきに「１００より大きい数」の学しゅうをして、そのあとに、

「長さをはかってあらわそう」をやります。 



 

３じかん目 さんすう（１０：２０～１０：５０）  

① 算数のきょうか書５２ページとノートをひらきましょう。ノートは新しいページをつかいま

す。きちんと下じきもしきましょう。 

 

② きょうか書５２ページに、たくさんクリップがあります。だいたい何こくらいあるのでしょ

うか。 

 

 だいたい（     ）こくらいありそうです。 

  →（   ）の中に数字を入れてください。 

 

 なぜ、だいたい（   ）こくらいあるとかんがえられましたか。きっと、１ねんせいのとき

にならったことをつかい、よそうしたことでしょうね。 

 

 １０のまとまりをつくって数えるということをしたのではないでしょうか。 

 

③ では、もんだいをノートに書きうつしましょう。 

  

 ５２ページにのっているクリップは 

何こありますか。 

 

 上のしかくの中を見て、ノートに書きうつし、しかくでかこみましょう。 

 

④きょうか書５２ページのクリップは、１０のまとまりが何こありますか。下のようにノートに

書きましょう。 

 

 １０のまとまりが（    ）こ。  

 

 （  ）の中には、自分で数えた １０のまとまり の数を書きます。 

 

ところで、１０が１０こでいくつになりますか。 

 →そうですね。１００になりますね。 

 

⑤では、１００のまとまりはいくつありますか。下のようにノートに書きましょう。 

 

 

 １００のまとまりが（    ）こ。  

 

 （  ）の中には、自分で数えた １００のまとまり の数を書きます。 

 



 １００が２こ、１０が３こあることになります。そして１が５こあります。 

 いままで学校でならったいちばん大きい数は、１００です。なので、それよりも大きい数のあ

らわしかたを かんがえなければなりませんね。ですから、めあてはつぎのようになります。 

 

 １００より大きい数の読み方や書き方をしらべよう。 

 

 上のしかくの中を見て、ノートに書きうつし、赤でかこみましょう。 

 

 

⑥ 百が２つあつまったら、何といえばよいのでしょうか。 

  百を２こあつめた数を 二百といいます。 

  のこりは十が３つ、一が５こで、三十五ですね。 

  二百と三十五をあわせた数を、二百三十五といいます。 

 

 上のしかくの中を見て、ノートに書きうつし、青でかこみましょう。 

 

 ⑦ 二百三十五を数字で書きましょう。 

 

１００ 

１００ 

１０ 

１０ 

１０ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

   

百のくらい 十のくらい 一のくらい 

２ ３ ５ 

 

 二百三十五は、２３５と 書きます。 

 上のしかくの中を見て、ノートに書きうつし、青でかこみましょう。 

⑧ きょうか書５４ページの④を読んで、□の中にあてはまる数字を書きこ みましょう。 

 

 ○4  ２３５の 百のくらいの数字は２、十のくらいの数字は３、一のくらいの数字は５で

す。 

 

⑨ つぎは、計算ドリル７と８を、計算ばっちりノートにやりましょう。おわったら、答えあ

わせをしましょう。 

 

 答え 

 ○4  ２３５の 百のくらいの数字は２、十のくらいの数字は３、一のくらいの数字は５で

す。 

 



４じかん目 おんがく（１０：５５～１１：２５） 

①たきの川もみじ小学校の「校か」をさいごまで１かいうたいましょう。 

 ○おんがくはながれませんが、げん気よくうたいましょう。 

  

 ○かしをかくにんしてから、うたいましょう。 

 

 ◎げん気にうたえましたね。 

 

 ◎がんばりましたね。 

  つぎは、けんばんハーモニカを出しましょう。 

 

②２年のおんがくのきょうか書、２４ページをひらきます。 

 ○「かえるのがっしょう」を「１」のゆびがいどうすることに気をつけながら、１かいれんし

ゅうをしましょう。 

 

 ○きょうは、おうちの人に、けんばんハーモニカで「かえるのがっしょう」をきかせてあげま

しょう。 

 

 ◎よくがんばりましたね。たくさんほめてもらえましたか。 

  学校がはじまったら先生にもきかせてくださいね。 

 

５じかん目 たいいく（１１：３０～１１：４５） 

①「たきもみエクササイズ」を見ながら、やってみましょう。 

◎がんばりましたね。これで、きょうの学しゅうはおわりです。うがい、手あらいをよくして、

げん気にすごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



たきの川もみじ小学校  ２年生 りんじきゅう校中のかだいのとりくみかた 

２年生のみなさん、おはようございます。あさ、げん気におきられましたか？きょうもじかんわ

りを見ながら、はりきってとりくみましょう。 

５月２７日（水） 

☆まず、「あさのかつどう」をしましょう。（８：４５～９：００） 

１じかん目 こくご（９：００～９：３０）  

「かんじがくしゅうノート」とかんじノートを出しましょう。 

  ○きょうも、かんじノートにくわしくれんしゅうしていきます。きょうは「南」という字を、

かん字ノートにしましょう。 

   

○まず、4 マスをつかって「南」を大きく書きます。 

○その下に読みかたとかく数を書きましょう。 

○つぎの行からは「かんじがくしゅうノート」に書いてあることばや文を書きうつします。 

○そのつぎには、じ分でかんがえたことばや、文を書きましょう。 

○さいごの２行は、「南」のれんしゅうをします。もし、じ分でかんがえたことばや文が、長

くなったばあいには、そのつづきから、「南」のれんしゅうをしましょう。 

○下じきをしきましょう。 

○ひと文字ずつていねいに書きましょう。 

 

◎ よくがんばりましたね。おうちの人に、見てもらいましょう。  

 

 

 

２じかん目 さんすう（９：３５～１０：０５）  

① 算数のきょうか書５５ページとノートをひらきましょう。ノートは新しいページをつかいま

す。きちんと下じきもしきましょう。 

 

②    の数を 数字で書きましょう。   というもんだいです。 

 

③ １００のまとまりはいくつありますか。・・・・・・２つです。 

 

  １０のまとまりはいくつありますか。・・・・・・・ありません。 

 

    は何こありますか。 

 

④ つぎのようになりますね。 

１００ 

１００  

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 



   

百のくらい 十のくらい 一のくらい 

２ ０ ５ 

 

 

⑤ 二百五は、２０５と書きます。 

 

  １０はないので、十のくらいの数字は、０になります。 

 

 上のしかくの中を見て、ノートに書きうつし、青でかこみましょう。 

⑥ ５５ページの△1 、△2 、△3 をノートにやりましょう。 

 ※ △2 は、数の読み方をかん数字で書きましょう。 

  れい ① １５３ → 百五十三 

  

はやくおわったひとは、つぎの時間にやるプリントをすすめていきましょう。 

 

 

３じかん目 さんすう（１０：２０～１０：５０）  

① この時間は、学校がはじまったときにそなえてプリントをやりましょう。 

 

 （プリントとは、５月２５日のれんらく日にわたしたプリントです。３まいあります。） 

 

  おわったら、答えを見てまるつけをします。まちがえたところは、きちんと赤えんぴつで

なおしましょう。 

 

② おわらなかったときは、つづきを木曜日や金曜日のあまった時間にやりましょう。 

 

５５ページの△1 、△2 、△3  答え 

 

△1  ① ３１２  ② ２２０ 

△2  ① 百五十三 ② 六百十四 ③ 五百九 ④ 七百六十 ⑤ 八百 



△3  ① １７６  ② ８０５  ③ ９２０ ④ ６００ 

 

4 じかん目 生かつ（１０：５５～１１：２５） 

①ぜんかいは「うごくおもちゃけいかく」をもとに、うごくおもちゃをつくりました。 

 ◎どんなおもちゃをつくりましたか。ちゃんとうごきますか。 

 

②せんしゅう、じ分でつくったうごくおもちゃをよういしましょう。 

○もし、まだざいりょうがのこっていたら、２こ目をつくりましょう。または、ほかのおもち

ゃをつくってもよいですよ。 

○もうざいりょうをぜんぶつかった人は、せんしゅうつくったおもちゃのしあげをします。パ

ーツのかたちをかえたり、かざりや色をつけたしたりしましょう。 

◎せかいでたったひとつの、じ分でつくった手づくりおもちゃです。大せつにしましょうね。 

◎じかいは、そのおもちゃでたっぷりあそんでくださいね。 

 

 

 

５じかん目 たいいく（１１：３０～１１：４５） 

①「たきもみエクササイズ」を見ながら、やってみましょう。 

 

  ◎がんばりましたね。これで、きょうの学しゅうはおわりです。うがい、手あらいをよくし

て、げん気にすごしましょう。 

 

  



たきの川もみじ小学校  ２年生 りんじきゅう校中のかだいのとりくみかた 

２年生のみなさん、おはようございます。あさ、げん気におきられましたか？きょうもじかんわ

りを見ながら、はりきってとりくみましょう。 

５月２８日（木） 

☆まず、「あさのかつどう」をしましょう。（８：４５～９：００） 

１じかん目 こくご（９：３５～１０：０５）  

「かんじがくしゅうノート」とかんじノートを出しましょう。 

  ○きょうも、かんじノートにくわしくれんしゅうしていきます。きょうは「書」という字を、

かん字ノートにしましょう。 

   

○まず、4 マスをつかって「書」を大きく書きます。 

○その下に読みかたとかく数を書きましょう。 

○つぎの行からは「かんじがくしゅうノート」に書いてあることばや文を書きうつします。 

○そのつぎには、じ分でかんがえたことばや、文を書きましょう。 

○さいごの２行は、「書」のれんしゅうをします。もし、じ分でかんがえたことばや文が、長

くなったばあいには、そのつづきから、「書」のれんしゅうをしましょう。 

○下じきをしきましょう。 

○ひと文字ずつていねいに書きましょう。 

   

◎ よくがんばりましたね。おうちの人に、見てもらいましょう。  

 

 

３じかん目 さんすう（１０：２０～１０：５０） 

① 算数のきょうか書５６ページとノートをひらきましょう。ノートは新しいページをつかいま

す。きちんと下じきもしきましょう。 

 

② はじめに、５６ページのいちばん上に書いてある３のもんだいを、こえにだして読みましょ

う。 

 

③ たいちさんとゆきのさんはそれぞれ、カードをならべていますね。 

  では、二人が１００，１０，１を何こずつあるかをかぞえましょう。 

 

たいちさん 

１００が 

こ 

１０が 

こ 

１が 

こ 

 

 

 

 

 



ゆきのさん 

１００が 

こ 

１０が 

こ 

１が 

こ 

 

 

 

 気づいたことはありますか。 

 →ゆきのさんは１０のカードを１０まいならべています。 

  

１００が 

５こ 

１０が 

１０こ 

１が 

３こ 

  

だから、５１０３と数字で書いてよいのでしょうか。数字が大きくなり、正しくありませ

ん。十のくらいに１０と書いては いけないのです。 

そこで、かんがえてみましょう。 

 

（１）１０が１０こあつまると、いくつになりますか。 

 

 → １００になる。 

（２）ですから、１０が１０こあるときは、まとめて１００にして、百のくらいにうつし

ます。 

１００ 

１００ 

１００  １００ 

１００ 

１００ 

１０ １０ 

１０ １０ 

１０ １０ 

１０ １０ 

１０ １０ 

１ 

１ 

１ 

 

 

④ たいちさん、ゆきのさんがあらわした数をかんがえて、５６ページの百のくらい、十のくら

い、一のくらいに数字を書きましょう。 

 

たいちさん 

百のくらい 十のくらい 一のくらい 

８ ４ ７ 

 

ゆきのさん 

百のくらい 十のくらい 一のくらい 

６ ０ ３ 



 

⑤ きょうの学しゅうのまとめをしましょう。 

   

それぞれのくらいの数字は、 

・１００、１０、１が何こあるかをあらわします。 

・０から９が入ります。１０は入りません。 

 

 上のしかくの中を見て、ノートに書きうつし、青でかこみましょう。 

 

⑥ ５７ページの△4 、△5 、△6 、△7 をやりましょう。 

きょうか書に答えをちょくせつ書きこんでもかまいません。 

 

  おわったら、おうちの人にまるつけしてもらいましょう。 

 

答え 

△4   

 

△5  ① ３２１は１００を３こ、１０を２こ、１を１こあわせた数です。 

    ② ６３０は、１００を６こ、１０を３こ、あわせた数です。 

 

△6  ８０５ 

 

△7  ① ２００＋５０＝２５０ 

    ② ７３８＝７００＋３０＋８ 

 

    ③ ４０３＝４００＋３ 

 

百のくらい 十のくらい 一のくらい 

８ ０ ４ 

 



３じかん目 ずこう（１０：２０～１０：５０） 

①せんしゅうつくった、ねん土のさくひんを、じゅんびしましょう。 

 

②２５日にくばった、ずこうプリント「みんながたべたいおべんとう」もじゅんびしましょう。 

 

③ねん土のさくひんを見ながら、ずこうプリントにクレパスや色えんぴつでつくったおべんとう

のえをかきましょう。 

 

 ○ずこうプリントは、そとがわのわくが、おべんとう箱の大きさと同じ大きさになっています。 

  

 ○ずこうプリントにクラスとなまえを書きましょう。 

 

 

４じかん目 ずこう（１０：５５～１１：２５） 

①３じかん目のつづきをしましょう。 

 

 ◎いよいよかんせいさせましょう。 

  どんなえがしあがるのか、とてもたのしみです。 

 

 ○かたづけまでしっかりとやりましょう。 

 

 ◎がんばりましたね。 

  学校がはじまったら、できあがったずこうプリントをもってきてください。 

 

 

５じかん目 たいいく（１１：３０～１１：４５） 

①「たきもみエクササイズ」を見ながら、やってみましょう。 

 

  ◎がんばりましたね。これで、きょうの学しゅうはおわりです。うがい、手あらいをよくし

て、げん気にすごしましょう。 

 

  



たきの川もみじ小学校  ２年生 りんじきゅう校中のかだいのとりくみかた 

２年生のみなさん、おはようございます。あさ、げん気におきられましたか？今しゅうもよくが

んばりましたね。きょうもじかんわりを見ながら、はりきってとりくみましょう。 

 

５月２９日（金） 

☆まず、「あさのかつどう」をしましょう。（８：４５～９：００） 

１じかん目 こくご（９：００～９：３０）  

「かんじがくしゅうノート」とかんじノートを出しましょう。 

  ○きょうも、かんじノートにくわしくれんしゅうしていきます。きょうは「絵」という字を、

かん字ノートにしましょう。 

○まず、4 マスをつかって「絵」を大きく書きます。 

○その下に読みかたとかく数を書きましょう。 

○つぎの行からは「かんじがくしゅうノート」に書いてあることばや文を書きうつします。 

○そのつぎには、じ分でかんがえたことばや、文を書きましょう。 

○さいごの２行は、「絵」のれんしゅうをします。もし、じ分でかんがえたことばや文が、長

くなったばあいには、そのつづきから、「絵」のれんしゅうをしましょう。 

○下じきをしきましょう。 

○ひと文字ずつていねいに書きましょう。 

◎ よくがんばりましたね。おうちの人に、見てもらいましょう。  

 

 

２じかん目 さんすう（９：３５～１０：０５） 

① 算数のきょうか書５８ページとノートをひらきましょう。ノートは新しいページをつかいま

す。きちんと下じきもしきましょう。 

 

② もんだいをノートに書きうつしましょう。 

   

  １０を１４こあつめた数はいくつですか。 

 

  １０が１０こで１００です。１４こなので、どうすればよいでしょうか。 

  このじかんのめあては、つぎのようになります。 

 

  １０をもとにして、数のみかたをひろげよう です。 

 

上のしかくの中を見て、ノートに書きうつし、赤でかこみましょう。 

 

③ このもんだいをかいけつするために、お金でかんがえるさくせんをつかうことにしましょ

う。 

 

  １０を１４こあつめた数はいくつですか。というのは、１０円玉を何まいよういするのと同

じことですか。 



  → １４まいよういすることとおなじですね。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

１０が１４こ   １０が １０こ →１００ 

         １０が  ４こ → ４０  あわせて １４０ 

 

◎ １０をもとにしても、数の大きさをかんがえることができますね。 

 

④ では、つぎのもんだいをかきうつしましょう。 

 ２３０は、１０を何こあつめたかずですか。 

このもんだいも、お金をつかってかんがえてみましょう。 

２３０をくわしくしらべるために、２３０円をよういしました。 

さて、ここからどのようにかんがえればよいでしょうか。 

→１００円を１０円にりょうがえして、かんがえるとよいですね。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

２３０   ２００ → １０が２０こ     １０が２３こ 

       ３０ → １０が ３こ 

と なります。 

⑤ きょうか書５８ページの△8 をノートにやりましょう。おわったら、答えあわせをしまし

ょう。 

 

 



△8 の答え ① ４８０  ② ３６こ 

 

 

⑥ これで、きょうのさんすうの学しゅうはおしまいですが、プリントのやりのこしがある人

は、つづけてやることにしましょう。 

 

 

３じかん目 どうとく（１０：２０～１０：５０） 

①２年のどうとくのきょうか書１０ページから１２ページをひらきましょう。目で１かい、こえ

に出して１かい、あわせて２かい読みましょう。 

 

②みなさんがおうちの人に手つだってもらっていることには、どんなことがありますか。思いう

かべてみましょう。 

 ◎学校があるとき、学校のしたくはじ分でしていますか？ 

 

③きょうか書に出てくる「とも子」さんは、どんなことをおかあさんにたよっていますか？読ん

でわかったことを思いうかべてみましょう。 

 ◎どんなことを思いうかべましたか。 

  「あさ、ハンカチをもってきてもらうこと。」をたよっていますね。 

 

④「とも子」さんは、学校の「田中先生」の話を聞いて、わすれものをしないように、そして、

おこづかいをむだにしないように、じ分でがんばろうと思いましたね。 

 「じぶんでオッケー」といえたときの、「とも子」さんの気もちを思いうかべましょう。 

 ◎きっと、「とも子」さんははりきっているのですね。 

  （れい） 

  ・「じ分でできることがふえてうれしいな。」 

  ・「もう、おかあさんにたよりすぎないよ。」 

 

⑤このおはなしを読んで、みなさんも「じ分でできるようにがんばろう。」と思ったことはあり

ますか。思いうかべてみましょう。 

 ◎たくさん思いうかべられるといいですね。 

  （れい） 

  ・「じ分で目ざましどけいをかけて、あさおきよう！」 

  ・「わすれものをしないように、じ分でたしかめよう！」 

 

 



4 じかん目 生かつ（１０：５５～１１：２５） 

①ぜんかいは「うごくおもちゃけいかく」をもとに、うごくおもちゃのしあげをしました。 

 ◎どんなふうに、しあがっていますか。あたらしいおもちゃをつくった人もいますね。 

 

②じ分でつくったうごくおもちゃをよういしましょう。 

○きょうは、その手づくりおもちゃでたのしくあそびましょう！ 

◎せかいでたったひとつの、じ分でつくった手づくりおもちゃであそんだかんそうは、いかが

ですか。手づくりおもちゃは、学校がはじまったらこわれないようにだいじにもってきてく

ださい。もってくる日はまたおしらせします。 

 

 

 

５じかん目 たいいく（１１：３０～１１：４５） 

①「たきもみエクササイズ」を見ながら、やってみましょう。 

 

◎がんばりましたね。これで、きょうの学しゅうはおわりです。こんしゅうもよくがんばりま

した。 

  うがい、手あらいをよくして、げん気にすごしましょう。 

 

 

 

 


